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「六甲山を活用する会」に改称して心機一転！ 

５月も半ばですが、ときおり雨がぱらつき肌寒い
日でした。自然保護センターではストーブで暖をと
りました。 

午前中は第７回目の総会を開催しました。会の名
称を「六甲山を活用する会」に変更することになり
ました。自然保護センターだけにとらわれず、六甲
山全体を視野に入れた活動を展開します。会員から
「名前が大きすぎるのでは？」という声もありまし
たが、名前に即した意義深い活動を続けていきます。 

野外観察で土壌の違いを体感しました 

市民セミナーには、人と自然の博物館の研究員・
小舘さんに六甲山の植生と土壌についてお話しいた
だきました。 

自然保護センターでは、植生と土壌についてポイン
トを解説されて、屋外で実地 

の解説をしていただきました。 

近畿自然歩道の散策路を歩い
て周辺の植物を観察し、植生
や土壌について分かりやすく
お話されました。スノキの葉
を食べたり、土壌の違いを触
って比べたりと、現物に触れ
る体験ができ、参加者には大
変好評でした。 

土壌は岩石の風化物と有機物が混合したもの 

六甲山は多様な環境があるものの、林は手入れさ
れず、単一の植物が優占して単調な植生のところが
多いとのことです。土壌は岩石の風化物と有機物の
腐朽生成物が混合してできたもので、粒子の大きさ
によって「礫」や「粘土」に名前が変わります。六

 

甲山の表面の地質は「六甲花崗岩」と「布引花崗閃緑岩」
があり、堆積岩質の土壌の「神戸層群」という地層もあ
ります。 

野外では、散策路脇の林
はアセビやササが優占し、
他の植物が出てこられない
と解説されました。検土杖
や土壌硬度計といった器具
をつかって土壌調査の実演
をしていただきました。尾
根と谷では環境が大きく異
なり、土壌も変わることが
分かりました。 

六甲山に多様性ある植生を取り戻したい 

小舘さんは散策路脇のアセビやササを切ると、新たな
植物が芽生える可能性があると話されました。六甲山で
は林の手入れがされずにアセビやササがはびこってい
る場所が数多くあります。私たちが進める環境整備活動
にも後押しをいただき勇気づけられました。 

※詳しくは、１、２ページをお読みください。 

講師：小舘
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プロフィール 

1962 年福岡市生まれ。1992 年神戸大

学大学院自然科学研究科博士課程修

了。主に森林の植生と土壌の関係を研

究。兵庫県立人と自然の博物館研究

員。兵庫県立大学助教。 

 

 第 74 回テーマ： 

六甲山の森林植生と土壌 

    講演内容 

●六甲の森林植生・地質と土壌の 

 基礎知識 

●森林を構成している植物 

●森林土壌の特徴 

 

 

                        実施日：平成２１年５月１６日（土） 

         午後１時～ ３時４５分  

      場 所：六甲山自然保護センター 

                                                   

近畿自然歩道で野外の解説 

六甲山を裏山のように思って３０年余り暮
らしてきたが、このセミナーに始めて参加し
て、今まで見過ごしてきた様々な自然の営みに
ついて再発見でき、有意義であった。 

「アセビ」がそんなに他の植生に迷惑をかけ
ているのか。「ミヤコ笹｣は弱小植物の生育を、
いかに妨げているか。自然は厳しい生存競争の
場であると、再確認できた。 

六甲山の自然保護に微力ながら参画したいと思った。 

参加の感想  田辺 征三 

 
モグラの仲間も出てきました 

野外観察の様子 
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講演の挨拶（小舘 誓治さん） 

人と自然の博物館の小舘です。
六甲山の森林植生と土壌について
お話します。市民セミナーでは植
生については色んなお話がされて
いますので、土壌の方を中心に話
します。今日は、部屋ではポイン
トだけお話しして、野外での時間
を長く取りたいと思います。 

講演内容 

１．六甲山の森林植生・地質と土壌の基礎知識 

■様々な環境を持つ六甲山 
航空写真を見ると、六甲山は全体が緑に覆われ

ている。市街地に隣接した９００ｍ級の山。瀬戸
内は一般的に温暖少雨が特徴だが、六甲山は標高
が上がるほど雨が多くなり、山頂では年間約２０
００ｍｍの降水量がある。気温も麓より６度近く
下がる。気候的に多様で、昔から人の土地利用も
様々あっただろうと思われる。 

■六甲山の主な森林植生 
森林植生は「自然林」「二次林」「人工林」と大

きく分ける。自然林には、あまり人の手が入って
いないブナ林やシイ林、ウラジロガシ林などがあ
る。二次林はかつて里山と言われた中の、農用林
にあたる。元の植生とは変わっていて、何度も再
生されてきた林で「代償植生」ともいわれる。人
工林は人が植栽して、手入れをしている樹林。ス
ギ林やヒノキ林などがある。 

アカマツ林：尾根や斜面上部に残っているが、松
枯れが発生してだいぶ枯れている。 

コナラ林：ササや常緑樹で林内が覆われると、林
床に光が入らず、色んな植物が生えなくなる。 

スギ林：手入れが悪くて林内が暗い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

六甲山の植生で特徴的なのは、ツツジ科の植物
が多く見られること。約２０種類を見ることがで
きる。 

■土壌は風化物と有機物でできている 
土壌とは岩石の風化物と動植物の腐朽生成物が

混合してできたもの。動植物の腐朽生成物は土粒
子間の接着剤としての団子―「団粒」をつくり、
吸着剤の役割を持つ。岩石の風化物は主に土壌の
骨格としての役割を持つ。土壌は色々な影響を受
けて土壌になる。地質や地形・気候・生物・人為
の影響・時間の経過などが土壌生成因子となって、
土壌がつくられていく。 

土壌は粒子の大きさによって役割や機能が大き
く変わる。粒の直径が２ｍｍ以上のものは「礫」
と呼ぶ。２ｍｍ未満を小さくなるに従って「粗砂」
「細砂」「微砂」と呼び、０．００２ｍｍより小さ
いものは「粘土」と呼ぶ。粘土は重要な存在で、
表面積が大きいので色んなものを吸着させて、反
応させやすくする。 

■六甲山の地質 
 表層の地質は「六甲花崗岩」と「布引花崗閃緑
岩」に分けられる。六甲花崗岩の方がピンク色が
かって見えるのが特徴。再度山付近では六甲花崗
岩と布引花崗閃緑岩の両方が近くで見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

花崗岩で風化したものは粒が大きい。地下深い
ところでマグマが冷えて、じっくり結晶化して岩
石ができてためで、風化したときには大きな粒に
なり、砂っぽくなる。 

再度山付近の山道では円礫（えんれき）―まる
い礫が見られることがある。川などで流されて丸
くなった石で、「神戸層群」という堆積岩質の土壌
で見られる。花崗岩質と堆積岩質の土壌は対照的
で、花崗岩質は粒が大きいので水はけが良いが、
水持ちが悪い。堆積岩質は粒が小さいので、水持
ちが良いが、水はけは悪くなる。 

 

市民セミナー 
１．あいさつ：１３：００～１３：１０ 
２．講  演：１３：１０～１５：３５ 

（野外観察：１３：５０～１５：２０） 
３．質疑応答：１５：３５～１５：４５ 
 

第７４回テーマ：六甲山の森林植生と土壌 

 

第７４回市民セミナーの流れ 

講演 

●六甲山の森林植生・地質と土壌の基礎知識 

●森林を構成している植物 

●森林土壌の特徴 

小舘さん 

六甲花崗岩（左）と布引花崗閃緑岩（右） 

コナラ林 

講演の様子 

スギ林 
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■谷と尾根の土壌の違い 
谷で検土杖をさして土壌を採取すると、厚さが約

５０ｃｍあり、土層の色が３つに分かれていた。各
土層の境が明確なこと 

から、水の上下移動が 

少ないことが分かる。 

尾根では、検土杖が 

深く刺さらない（厚さ
が約２０ｃｍ）。大雨
の時、水はすぐに地表
にあふれ、細かい粒子
や落ち葉を斜面下方
に流亡させてしまう。 

質疑応答 
クスノキ林も自然林の仲間？：九州のほうでは自然
林として存在するが、六甲山には元々なかっただろ
うと思う。植林か、植林から増えたものだろう。 
どの様にして柔らかい土になっていくのか？： 
有機物が分解されると暗い色の腐植になります。自
然土壌は人間が耕さない代わりに土壌動物等が掘
り返すなどして、腐植が混じって柔らかくなって行
きます。 

まとめ(小舘さん) 
六甲山は色んな植物や生き物がいて、色んな土壌

がある面白いところです。今まで市民セミナーでは
多くの方が植生についてお話になっています。今回
は土壌の話でしたが、説明するのは植物の方が面白
いので、ついつい植物の方の話をしてしまいます。
（笑）土壌でセミナーをやるとほとんど人が来ない
んです。来週も六甲山で（植物の）セミナーをやり
ますので、もしよかったら参加して下さい。 

事務局より 

約９０分にわたって野外で解説をしていただき
ました。地表の環境が違えば、地中の土壌も変わる
ことを知りました。散策路は数年間、毎月歩いて知
ったような気でいましたが、まだまだ知らないこと
があることに気づかされました。 

 

 

 

 

 

 

 

２．森林を構成している植物 

■アセビとササで覆われ他の植物が出られない 
散策路の法面はササを刈っているので色んな植

物が生えていると思うが、林内はミヤコザサで一
面が覆われている。地表は日が当たらず、ササの
地下茎が土壌中に張り巡らされているので他の植
物がほとんど生えない。ササより高いところはア
セビが優占している。ツツジ科の植物は背一杯背
伸びをして、光を浴びようとしている。アセビな
どの常緑の緑を伐採すれば、他の種類も入ってく
る余地があるだろう。 

■野外観察で見つけた植物（一部） 
アセビ：「馬酔木」と書く。アルカロイド系の成分
が葉に含まれ、馬が食べると酔ったように歩くと 

いうのが由来といわれる。 

スノキ：葉にシュウ酸が入って
いるので酸っぱい味がする。葉
で１０円玉を擦るとピカピカに
なる。 

チゴユリ：ユリの仲間で、オシ
ベやメシベ、花ビラの枚数など
が３の倍数で構成される。 

３．森林土壌の特徴 

■土壌調査器具の実演 
検土杖：土を掘らずに土壌調査
ができる道具。溝が彫ってあ
る。土の中に刺して回転させ、
引き抜くと、土を掘らずに土壌
を採取し観察できる。 

山中式土壌硬度計：土壌面に当
てて一定の速度で突き刺して
いくと、土壌の硬さが分かる。 

◆参加者の声 

・実地の具体的な説明がとても良かった。 

・アセビがはびこって多様な植生の邪魔になってい
ることが分かった。 

・貴会の多彩で教育的なプログラムに感激した。 

◆参加者：２６名（５０音順・敬称略） 
伊澤 信雄 石原  徹 泉 美代子 岩木美寿雄 
大垣 廣司 岡  敏明 岡本  敦 川原 英司 
久保 紘一 小舘 誓治 田辺 征三 辻  吉彦 
寺垣 耕平 寺田 知子 冨井 善之 豊立 拓也 
堂馬 英二 堂馬 佑太 西井  豊 林  和俊 
福永 一登 星野 久史 松田 輝義 村上 定広 
吉野 京子 米村 邦稔 

市民セミナーVol.74 
六甲山の森林植生と土壌 
／小舘 誓治 
2009 年 5 月発行 
 

◆参考・配布資料など 

・スライドとレジュメ： 
「六甲山の森林植生と土壌」  

・検土杖、山中式土壌硬度計、ふるい 
など土壌調査器具 

・県立人と自然の博物館行事案内 
 

兵庫県立人と自然の博物館  
〒669-1546 三田市弥生が丘 6丁目 
電話：079-559-2001 FAX：079-559-2007 
URL：http//hitohaku.jp/ 

山中式土壌硬度計 

検土杖 

検土杖で土壌を採取し観察 

チゴユリ 

自然保護センターを出て、１時間半ほど野外観察を
しました。散策路を歩きながら、周辺の土壌や植生の
特徴の解説や、土壌調査の実演をしていただきました。 


